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(57)【要約】
　　【課題】ネットワーク分析指標の時間的変化を調べ
、ネットワークの特徴を分析する。
　　【解決手段】コミュニケーションログ取得部１１は
、コミュニケーションログを取得してコミュニケーショ
ンログ記憶部１２に記録する。コミュニケーションログ
分析部１３は、コミュニケーションログを分析して複数
のメンバをそれぞれノードとするネットワーク情報を生
成する。メンバ分析指標算出部１４は、各メンバのノー
ドについて、コミュニケーションログ分析部１３が生成
したネットワークの情報に基づいて、個人の次数中心性
の分析指標ＣＤおよび媒介中心性の分析指標ＣＢを算出
してメンバ分析指標記憶部１５に記憶する。組織分析指
標算出部１６はメンバ分析指標記憶部１５に保持されて
いるメンバ分析指標から組織の分析指標ＳＤ

２、ＳＢ
２

を算出する。組織分析指標出力部１７は、組織分析指標
に基づいて組織のコミュニケーションの分析結果を表示
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組織内の対象者のコミュニケーションを検出してコミュニケーションログを生成する検
出手段と、
　上記コミュニケーションログを記憶する記憶手段と、
　上記記憶されているコミュニケーションログに基づいて対象者の間のネットワークを規
定するノードおよびリンクを規定するネットワーク情報を生成する生成手段と、
　上記ネットワーク情報に基づいて対象者の次数中心性のバラツキを表す統計量および媒
体中心性のバラツキを表す統計量を算出する算出手段と、
　上記対象者の次数中心性のバラツキを表す統計量および媒体中心性のバラツキを表す統
計量に基づいて組織のコミュニケーションの特徴を分析する分析手段とを有することを特
徴とするコミュニケーション分析装置。
【請求項２】
　上記コミュニケーションは対象者の位置情報により規定される活動である請求項１記載
のコミュニケーション分析装置。
【請求項３】
　上記コミュニケーションは対象者の位置情報により規定される会合である請求項２記載
のコミュニケーション分析装置。
【請求項４】
　上記コミュニケーションは電子メッセージ送信システムによるメッセージの送信である
請求項１記載のコミュニケーション分析装置。
【請求項５】
　上記コミュニケーションは文書ファイルシステムへのアクセスである請求項１記載のコ
ミュニケーション分析装置。
【請求項６】
　上記バラツキを表す統計量は分散である請求項１～５のいずれかに記載のコミュニケー
ション分析装置。
【請求項７】
　上記組織のコミュニケーションの特徴はグループ内またはグループ間のコミュニケーシ
ョンが分散型か集中型かに関するものである請求項１～６のいずれかに記載のコミュニケ
ーション分析装置。
【請求項８】
　検出手段が、組織内の対象者のコミュニケーションを検出してコミュニケーションログ
を生成するステップと、
　記憶手段が、上記コミュニケーションログを記憶するステップと、
　生成手段が、上記記憶されているコミュニケーションログに基づいて対象者の間のネッ
トワークを規定するノードおよびリンクを規定するネットワーク情報を生成するステップ
と、
　算出手段が、上記ネットワーク情報に基づいて対象者の次数中心性のバラツキを表す統
計量および媒体中心性のバラツキを表す統計量を算出するステップと、
　分析手段が、上記対象者の次数中心性のバラツキを表す統計量および媒体中心性のバラ
ツキを表す統計量に基づいて組織のコミュニケーションの特徴を分析するステップとを有
することを特徴とするコミュニケーション分析方法。
【請求項９】
　検出手段が、組織内の対象者のコミュニケーションを検出してコミュニケーションログ
を生成するステップと、
　記憶手段が、上記コミュニケーションログを記憶するステップと、
　生成手段が、上記記憶されているコミュニケーションログに基づいて対象者の間のネッ
トワークを規定するノードおよびリンクを規定するネットワーク情報を生成するステップ
と、
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　算出手段が、上記ネットワーク情報に基づいて対象者の次数中心性のバラツキを表す統
計量および媒体中心性のバラツキを表す統計量を算出するステップと、
　分析手段が、上記対象者の次数中心性のバラツキを表す統計量および媒体中心性のバラ
ツキを表す統計量に基づいて組織のコミュニケーションの特徴を分析するステップとをコ
ンピュータに実行させるために用いられることを特徴とするコミュニケーション分析用コ
ンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、媒介中心性および次数中心性の指標に基づいて組織におけるコミュニケー
ションを分析する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　社会ネットワーク分析の媒介中心性や、次数中心性は、集団の中での個人の役割を特定
する指標である。媒体中心性は、フリーマンによって提唱された中心性の概念であり、ネ
ットワーク内の点と点を媒介させるような性質の尺度であり、ネットワーク内においてそ
の点を経由しないと到達できないつながり（部分ネットワーク）の数で表される。次数中
心性は、ネットワーク内においてその点とつながりのある点の数で表される。しかしなが
ら、それら指標の値の大きさは、活動の大きさや、グループ数に依存し、指標から直接に
ネットワークの特性を分析できない場合がある。こられ指標からは、ネットワークの役割
が継続的であるか、一過性であるかは判断することができない。さらに、指標の解釈には
経験を必要とする。
【０００３】
　なお、上述の従来技術やその問題点は、この発明の背景の一部を説明するためにのみ説
明している。この発明は上述の従来技術や問題点に限定されるものではない点に留意され
たい。
【０００４】
　なお、グラフ理論における次数中心性や媒介中心性の一般的な説明は非特許文献になさ
れている。
【非特許文献１】Ｓｏｃｉａｌ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｎａｌｙｓｉｓ，　Ｃａｍｂｒｉｄ
ｇｅ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐｒｅｓｓ　１９９４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この発明は、以上の事情を考慮してなされたものであり、媒介中心性および次数中心性
の指標を用いて経験を要することなく組織のコミュニケーションを分析できるコミュニケ
ーション分析技術を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明によれば、上述の目的を達成するために、特許請求の範囲に記載のとおりの構
成を採用している。ここでは、発明を詳細に説明するのに先だって、特許請求の範囲の記
載について補充的に説明を行なっておく。
【０００７】
　すなわち、この発明の一側面によれば、上述の目的を達成するために、コミュニケーシ
ョン分析装置に：組織内の対象者のコミュニケーションを検出してコミュニケーションロ
グを生成する検出手段と；上記コミュニケーションログを記憶する記憶手段と；上記記憶
されているコミュニケーションログに基づいて対象者の間のネットワークを規定するノー
ドおよびリンクを規定するネットワーク情報を生成する生成手段と；上記ネットワーク情
報に基づいて対象者の次数中心性のバラツキを表す統計量および媒体中心性のバラツキを
表す統計量を算出する算出手段と；上記対象者の次数中心性のバラツキを表す統計量およ
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び媒体中心性のバラツキを表す統計量に基づいて組織のコミュニケーションの特徴を分析
する分析手段とを設けるようにしている。
【０００８】
　この構成によれば、ネットワーク指標に基づいて、経験を要することなく、簡易に組織
のコミュニケーションの特徴を分析できる。コミュニケーションの特徴は、例えば、組織
内または組織間のコミュニケーションが分散型か集中型かという特徴である。
　この構成において、上記コミュニケーションは、典型的には、対象者の位置情報により
規定される活動であってよい。この場合、上記コミュニケーションは、典型的には、対象
者の位置情報により規定される会合である。
【０００９】
　また、上記コミュニケーションは電子メッセージ送信システムによるメッセージの送信
であってよい。
【００１０】
　また、上記コミュニケーションは文書ファイルシステムへのアクセスであってよい。例
えば、同一の文書あるいは関連する文書をアクセスした対象者の間にコミュニケーション
があると判定する。
【００１１】
　また、上記バラツキを表す統計量は分散であってよい。
【００１２】
　具体的な例では、上記対象者の次数中心性のバラツキを表す統計量および媒体中心性の
バラツキを表す統計量の時間的な変化、ならびにコミュニケーションの量の時間的な変化
により、組織内または組織間のコミュニケーションが分散型か集中型かを判別する。
【００１３】
　なお、この発明は装置またはシステムとして実現できるのみでなく、方法としても実現
可能である。また、そのような発明の一部をソフトウェアとして構成することができるこ
とはもちろんである。またそのようなソフトウェアをコンピュータに実行させるために用
いるソフトウェア製品もこの発明の技術的な範囲に含まれることも当然である。
【００１４】
　この発明の上述の側面および他の側面は特許請求の範囲に記載され以下実施例を用いて
詳述される。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、ネットワーク分析指標の時間的変化を調べることで、ネットワーク
の特徴を分析できる。指標の計算だけで分析できるので、コストを削減できる。インタビ
ューやアンケートのなどのように特別なすスキルを必要としない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、この発明の実施例について説明する。
【実施例１】
【００１７】
　まず、この発明を適用したコミュニケーション分析装置の原理的な構成例の実施例１に
ついて説明する。この実施例のコミュニケーション分析装置は、それに限定されないけれ
ども、典型的には、コンピュータにコミュニケーション分析用のプログラムをインストー
ルして実現される。
【００１８】
　図１は、実施例１のコミュニケーション分析装置１０の構成を全体として示すものであ
り、この図において、コミュニケーション分析装置１０は、コミュニケーションログ取得
部１１、コミュニケーションログ記憶部１２、コミュニケーションログ分析部１３、メン
バ分析指標算出部１４、メンバ分析指標記憶部１５、組織分析指標算出部１６、組織分析
指標出力部１７等を含んで構成されている。なお、図１は機能ブロックを用いて示してい
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るが対応するステップからなる処理方法やコンピュータプログラムとして実現しても良い
。
【００１９】
　上述したように、この例では、パーソナルコンピュータ等のコンピュータ１０Ａに、プ
ログラム１０Ｂをインストールしてコミュニケーション分析装置１０が実現されてよい。
コンピュータ１０Ａは周知のとおり、ＣＰＵ、主メモリ、バス、補助記憶装置、入出力装
置等のハードウェア資源を有し、このハードウェア資源とソフトウェアとが協働して上述
の機能ユニット（参照符号１１～１７で示す）を実現する。
【００２０】
　コミュニケーションログ取得部１１は、ユーザ（メンバ）の位置検出ログの基づく会合
ログ、電子メールの送受信ログ、電話の通話ログ、ファイル共有システムのアクセスログ
等の任意の形式のコミュニケーションログを取得するものである。このコミュニケーショ
ンログ取得部１１は、電子メールサーバ、通話システム、ファイルサーバ等に含まれるロ
グ機構を援用しても良い。コミュニケーションログ記憶部１２はコミュニケーションログ
取得部１１が準備したコミュニケーションログを記憶するものである。コミュニケーショ
ンログ記憶部１２も電子メールサーバ、通話システム、ファイルサーバ等に含まれるログ
機構の記憶部を援用しても良い。
【００２１】
　コミュニケーションログ分析部１３は、コミュニケーションログを分析して複数のメン
バをそれぞれノードとしてその間にリンクを張るかどうかを分析してネットワーク図情報
（ノードとリンクの情報）を生成するものである。典型的には、観測期間におけるコミュ
ニケーションログの測定量（会合の数、合計時間、メールの数、メールのデータ量、ファ
イルへのアクセス回数、通話の回数、通話の累積時間等）が所定の閾値を超えたときにリ
ンクがあると判断する。この分析結果としてソーシャルネットワークが形成される。なお
、このネットワークを形成する際には、対象となるメンバの情報、例えば、ユーザＩＤ、
メールアドレス、電話番号、位置検出用のタグＩＤ（ＲＦＩＤタグ、赤外線タグ、ＧＰＳ
等のＩＤ。セルラー電話等を位置検出に用いる場合にはその移動局番号でもよい）、ファ
イルサーバのログインＩＤ、組織内のグループ情報等を利用する。ユーザ情報はユーザ情
報管理システム（図示しない）に保持される。
【００２２】
　コミュニケーションログ分析部１３が前提とするネットワークは、ノードとノードの間
のリンクが志向性もなく、規則性もなく、ランダムに張られているランダムネットワーク
である（図４参照）。
【００２３】
　メンバ分析指標算出部１４は、各メンバのノードについて、コミュニケーションログ分
析部１３が生成したネットワークの情報に基づいて、個人の次数中心性（Ｄｅｇｒｅｅ）
の分析指標ＣＤおよび媒介中心性（Ｂｅｔｗｅｅｎｎｅｓｓ）の分析指標ＣＢを算出して
メンバ分析指標記憶部１５に記憶する。
【００２４】
　メンバ（ノード）の次数中心性の分析指標は、図２（ａ）に示すように、注目するメン
バ（ｉ）と、他のメンバ（ｊ，ｋ，ｌ，ｍ）とのリンクの数であり、図の例では、ＣＤ（
ｉ）＝４である。メンバ（ノード）の媒介中心性の分析指標は、図２（ｂ）に示すように
、注目するメンバ（ｉ）を通過する最短パスの数であり、図２（ｂ）の例では、ＣＢ（ｉ
）＝９である。
【００２５】
　組織分析指標算出部１６はメンバ分析指標記憶部１５に保持されているメンバ分析指標
から組織の分析指標を算出する。組織分析指標は、図３に示すようにメンバの次数中性ン
製の分析指標の分散およびメンバの媒介中心性の分析指標の分散であり、それぞれＳＤ

２

、ＳＢ
２で表す。メンバの分析指標のバラツキを表す他の統計量を用いても良い。

【００２６】
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　組織分析指標出力部１７は、組織分析指標（組織の次数中心性分析指標、組織の媒介中
心性分析指標）に基づいて組織のコミュニケーションの分析結果を表示する。分析結果は
、組織分析指標の時系列のグラフでもよいし、そのグラフの分析結果でもよい。
【００２７】
　図２に示す２つのグループのランダムネットワークを想定する。（ａ）のネットワーク
では、グループ間を１つのノードが結ぶようになっており（キーパーソン固定。集中型）
、この場合の組織の次数中心性および媒介中心性をシミュレーションすると図５に示すよ
うになる。（ｂ）のネットワークは、グループ間を分散したノードで結ぶようになってお
り（キーパーソン分散）、この場合の組織の次数中心性および媒介中心性をシミュレーシ
ョンすると図６に示すようになる。
【００２８】
　また、グループ数が１つの場合でキーパーソンが分散している場合の組織の次数中心性
および媒介中心性をシミュレーションすると図７に示すようになる。
　図５、図６、図７のグラフの特徴からネットワークの分散、集中を判別することが可能
となる。
【００２９】
　具体的な判別手法としては、図８および図９に示すような判別規則を用いる。なお、図
８および図９において、横向きの矢印は時間変化がほぼないこと、上向き矢印は時間変化
が正（増加）であること、下矢印は時間変化が負（現象）であることを示す。コミュニケ
ーション量が増大しているときには、図８に示すように、ＣＤの時間変化がほぼなく、Ｃ

Ｂの時間変化もほぼないときには、グループ内分散型であると判別し、ＣＤの時間変化が
増加で、ＣＢの時間変化がほぼないときには、グループ内集中型であると判別し、ＣＤの
時間変化がほぼなく、ＣＢの時間変化が減少のときには、グループ間分散型であると判別
し、ＣＤの時間変化が増大で、ＣＢの時間変化が減少のときには、グループ間集中型であ
ると判別する。
【００３０】
　図１０は、具体的なコミュニケーションデータに基づいて算出した組織の次数中心性分
析指標および媒介中心性分析指標の時間変化を示しており、この実測例では、（ａ）の期
間がグループ間集中型でコミュニケーションが行われ、（ｂ）の期間がグループ間分散型
でコミュニケーションが行われ、（ｃ）の部分がグループ内集中型でコミュニケーション
が行われたと推定できる。このような判定は、各分析指標の時間変化の正、負、または略
ゼロに基づいて論理的に実行できる。
【００３１】
　組織分析指標算出部７は図１０に示すようなグラフを出力しても良いし、グループ内分
散型、グループ内集中型、グループ間分散型、グループ間集中型に該当する期間を個別に
色表示等で分別して表示出力するようにしても良いし、両者を併せて表示するようにして
も良く、その他の任意の態様で出力可能である。ネットワーク分析指標の時間的変化を調
べることで、ネットワークの局所的な変化を分析できる。指標の計算だけで分析できるの
で、コストを削減できる。また、インタビューやアンケートのなどのように特別なすスキ
ルを必要としない。
【実施例２】
【００３２】
　つぎにこの発明の具体的に実現する実施例２のコミュニケーション分析装置について説
明する。
【００３３】
　図１１は、この発明の実施例２のコミュニケーション分析装置１０００を全体として示
している。この実施例のコミュニケーション分析装置１０００は、典型的には、通信ネッ
トワーク上に分散配置される、コンピュータ、その他の機器を組み合わせて構成される。
図では、コミュニケーション分析装置１０００の機能ブロックを用いてその構成を示して
いるが、これら機能ブロックは、典型的には、コンピュータのＣＰＵ、メモリ、バス等の
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ハードウェア資源およびＯＳ、ＢＩＯＳ、アプリケーションソフトウェア等のソフトウェ
ア資源を協働させて実現される。コミュニケーション分析装置１０００を分散配置された
またはスタンドアローンのコンピュータ１００１（図では集合的に１つしか示さないが、
複数あってもよい）に実装するためには、コンピュータプログラム１００２を当該コンピ
ュータにインストールする。
【００３４】
　図１１において、コミュニケーション分析装置１０００は、タグ位置検出システム１０
０、電子メールサーバ３００、電話交換機５００、電子文書ファイリングシステム７００
および分析指標処理システム９００等を含んで構成されている。分析指標処理システム９
００は、タグ位置ログ記憶装置２１０、タグ位置ログ分析装置２２０、送受信ログ記憶装
置４１０、送受信ログ分析装置４２０、通話ログ記憶装置６１０、通話ログ分析装置６２
０、アクセスログ記憶装置８１０、アクセスログ分析装置８２０、メンバ分析指標算出部
９１０、メンバ分析指標記憶部９１１、組織分析指標算出部９２０、組織分析指標表示部
９３０等を含んで構成されている。
【００３５】
　タグ位置検出システム１００は、例えば、各場所に設置したＲＦＩＤセンサによりユー
ザが保持するＲＦＩＤタグを検知してユーザの所在を検知するものである。タグ位置検出
システム１００は、図１２に示すようなタグ位置検出ログ（タグ位置検出情報）を検出す
る。図１２の例ではタグ位置検出情報は、レコードごとに検出時刻、タグＩＤおよびセン
サＩＤを含むが、これに限定されない。所在の継続時間（開始時刻、終了時刻）を検出し
ても良い。タグ位置検出情報はタグ位置ログ記憶装置２１０に記憶管理される。タグ位置
ログ分析装置２２０はタグ位置ログ記憶装置２１０に記憶されているタグ位置検出ログを
用いてタグ位置検出固有のネットワーク図情報（ユーザの節の間に関係の辺があるかどう
かを示す情報。図１６）を生成する。タグ位置ログ分析装置２２０の分析動作については
図１６および図１７を参照して後に説明する。タグ位置検出システム１００は、典型的に
はサーバコンピュータを含み、ネットワークに分散して配置されたセンサ情報入力装置か
らタグ位置検出情報を収集する。
【００３６】
　電子メールサーバ３００は、ＳＭＰＴおよびＰＯＰ３プロトコルにより電子メールの送
受信を行なうものである。電子メールサーバ３００が出力するログ情報の一部またはすべ
てのフィールドを図１３に示すような電子メールログとして送受信ログ記憶装置４１０に
記憶管理する。図１３の例では電子メールログは、レコードごとに、時刻、発信ユーザ、
および受信ユーザを含むが、これに限定されない。送受信ログ分析装置４２０は、送受信
ログ記憶装置４１０に記憶されている電子メールログを用いて電子メール固有のネットワ
ーク図情報を生成する。送受信ログ分析装置４２０の分析動作については図１８を参照し
て後に説明する。なお、図１８は通話ログ分析装置６２０の分析動作をも説明する。
【００３７】
　電話交換機５００は、典型的には、構内交換機であり、その電話送受信ログが電話送受
信ログ記憶装置５１０に記憶管理される。電話送受信ログは例えば図１４に示すように、
会話時刻（発信時刻）、発信ユーザおよび受信ユーザのフィールドを含む。電話送受信ロ
グ分析装置５２０は、電話送受信ログ記憶装置５１０に記憶されている電話送受信ログを
用いて通話固有のネットワーク図情報を生成する（図１８参照）。
【００３８】
　電子文書ファイリングシステム７００は、通常の文書共有システムであり、そのアクセ
スログがアクセスログ記憶装置８１０に記憶管理される。アクセスログは例えば図１５に
示すようなものであり、アクセス時刻、ユーザＩＤおよび文書ＩＤを含む。アクセスログ
分析装置８２０は、アクセスログ記憶装置８１０に記憶されているアクセスログを用いて
文書共有固有のネットワーク図情報を生成する。アクセスログ分析装置８２０の分析動作
については図１９を参照して後に説明する。
【００３９】
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　分析指標処理システム９００のメンバ分析指標算出部９１０は、タグ位置ログ分析装置
２２０、送受信ログ分析装置４２０、通話ログ分析装置６２０、およびアクセスログ分析
装置８２０のそれぞれにより生成されたタグ位置検出固有のネットワーク図情報（節と辺
の情報）、電子メール固有のネットワーク図情報、通話固有のネットワーク図情報、およ
び文書共有固有のネットワーク図情報から、メンバの分析指標（次数中心性および媒介中
心性）を算出する。これは図１のメンバ分析指標算出部１４に相当する。算出したメンバ
の分析指標はメンバ分析指標記憶部９１１に記憶保持される。
【００４０】
　組織分析指標算出部９２０は、図１の組織分析指標算出部１６に相当するものであり、
メンバ分析指標の分散を算出して組織分析指標（次数中心性の組織分析指標、媒介中心性
の組織分析指標）とする。
【００４１】
　組織分析指標表示部９３０は、組織分析指標の時間変化のグラフや、どの期間がどのよ
うな特性（グループ内分散型、グループ内集中型、グループ間分散型、グループ間集中型
）を有しているかを表示出力するものである。
【００４２】
　この実施例では、コミュニケーションの種類に応じて４つのネットワークの情報が生成
され、それぞれのネットワークについてメンバの分析指標（次数中心性、媒介中心性）お
よび組織の分析指標（次数中心性、媒介中心性）が算出される。したがって、各コミュニ
ケーション種類に着目して組織のコミュニケーションを分析しても良いし、分析指標を種
類に渡って平均して統合的に扱っても良い。もちろん選択した種類のコミュニケーション
のみについて組織のコミュニケーションを分析しても良い。
【００４３】
　図１６および図１７は、タグ位置検出ログからネットワーク図情報（節の間の辺の有無
）を算出する動作例を示している。この例では、図１７に示すように、２人のユーザが同
時にいた時間の累積値（予め指定した期間での累積値）が予め設定した閾値以上の場合に
は当該２人の間に関係があるとしてネットワーク図を設定して、次数中心性および媒介中
心性の分析指標を計算する。
【００４４】
　図１７は、タグ位置ログ分析装置２２０がタグ位置検出ログから各ユーザ間の同時滞在
時間の累積値を算出する動作例を示している。タグ位置ログ分析装置２２０の動作例はつ
ぎのとおりである。この例では、基本的には、各ユーザ対について同時に同じ場所にいる
ときにはフラグＣが１で、一方のユーザが別の場所に移動して両者が合流したときに開始
時刻ＴＳをセットし、一方のユーザが別の場所に移動して両者が分かれたときに終了時刻
として開始時刻との差分を順次累積していく。累積時間が所定の閾値をこえるときに当該
対のユーザの間に辺を設定する。設定期間におけるタグ位置ログを参照して各ユーザ対に
ついて同様の処理を行ない、ネットワーク図情報を生成する。
【００４５】
［ステップＳ１０］：分析対象のユーザ（ＵＡ，ＵＢ）を設定する。
［ステップＳ１１］：タグ位置ログ記憶装置２１０から分析対象機関のタグ位置検出ログ
を取り出す。
［ステップＳ１２］：（Ｋ←１）に設定する。
［ステップＳ１３］：Ｋ番目のログを取り出す。
［ステップＳ１４］：Ｕ（Ｋ）←ユーザＩＤ、Ｓ（Ｋ）←センサＩＤ、Ｔ（Ｋ）←検知時
刻の代入を行なう。
［ステップＳ１５］：Ｕ（Ｋ）＝ＵＡの判別を行なう。肯定的ならステップＳ１６へ進む
。否定的ならステップＳ１７へ進む。
［ステップＳ１６］：Ｓ（Ｋ）＝ＳＡの判別を行なう。肯定的ならステップＳ１９へ進み
、否定的ならステップＳ２１へ進む。
［ステップＳ１７］：Ｕ（Ｋ）＝ＵＢの判別を行なう。肯定的ならステップＳ１８へ進み
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、否定的ならステップＳ２５へ進む。
［ステップＳ１８］：Ｓ（Ｋ）＝ＳＢの判別を行なう。肯定的ならステップＳ１９へ進み
、否定的ならステップＳ２１へ進む。
［ステップＳ１９］：ＳＡ＝ＳＢの判別を行なう。肯定的ならステップＳ２０へ進み、否
定的ならステップＳ２５へ進む。
［ステップＳ２０］：Ｃ←１の代入を行なう。ステップＳ２５へ進む。
［ステップＳ２１］：ＳＡ＝ＳＢの判別を行なう。肯定的ならステップＳ２３へ進み、否
定的ならステップＳ２２へ進む。
［ステップＳ２２］：ＴＳ←Ｔ（Ｋ）の代入を行なう。ステップＳ２５へ進む。
［ステップＳ２３］：Ｃ＝１の判別を行なう。肯定的ならステップＳ２４へ進み、否定的
ならステップＳ２５へ進む。
［ステップＳ２４］：Ｔｔｏｔａｌ＝Ｔｔｏｔａｌ＋（Ｔ（Ｋ）－ＴＳ）、ＴＳ←Ｔ（Ｋ
）、Ｃ←０の代入を行なう。
［ステップＳ２５］：Ｋ番目のログは最後のログか判別する。最後であれば処理を終了し
て他のユーザ対について処理を繰り返し、最後のユーザ対であれば最終的に処理を終了す
る。そうでなければ、ステップＳ２６へ進む。
［ステップＳ２６］：Ｋ←Ｋ＋１を代入してステップＳ１３に戻り処理を繰り返す。
【００４６】
　以上のステップＳ１０～Ｓ２６の処理により各ユーザ対の同時間滞在時間の累積時間を
求めることができる。この後、所定の閾値を超える場合に、当該ユーザ対が関係ありとし
てその節の対の間に辺を設定する。
【００４７】
　図１８は、電子メールまたは通話からネットワーク図情報を算出する動作例を示してい
る。図では、電子メールログまたは電話受信ログを便宜上共通にアクセスログと表示して
いる。この例ではアクセスログの個数（電子メールの個数、通話の回数）で関係（辺の有
無）を設定する。すなわち、当該会館において所定の対のユーザの間のアクセスログの個
数が閾値を超えたときにその節の間に辺を設定して、ネットワーク図情報を取得する。
【００４８】
［ステップＳ３０］：アクセスログ記憶装置（送受信ログ記憶装置４１０または通話ログ
記憶装置６１０）から分析対象期間のログを取り出す。ステップＳ３１へ進む。
［ステップＳ３１］：Ｋ←１の設定を行なう。
［ステップＳ３２］：Ｋ番目のログを取り出す。
［ステップＳ３３］：Ｕ１←発信ユーザＩＤ、Ｕ２←受信ユーザＩＤの代入を行なう。
［ステップＳ３４］：Ａ（Ｕ１，Ｕ２）←Ａ（Ｕ１，Ｕ２）＋１の増分を行なう。
［ステップＳ３５］：Ｋ番目のログは最後のログか判別し、最後であれば処理を終了し、
そうでなければ、ステップＳ３６へ進む。
［ステップＳ３６］：ステップＳ３２へ戻り処理を繰り返す。
【００４９】
　以上のステップＳ３０～Ｓ３６の処理により各ユーザ対のアクセス頻度を求めることが
できる。この後、所定の閾値を超える場合に、当該ユーザ対が関係ありとしてその節の対
の間に辺を設定する。
【００５０】
　図１９は、電子文書ファイリングシステム７００へのアクセスからネットワーク図情報
を算出する動作例を示している。電子文書ファイリングシステム７００へのアクセスログ
ごとに、先行する共有関係のアクセスログを抽出してユーザ間の関係に累積していく。所
定の対のユーザの間の累積値が閾値を超えたときにその節の間に辺を設定して、ネットワ
ーク図情報を取得する。
【００５１】
［ステップＳ４０］：アクセスログ記憶装置８１０から分析対象期間のログを取り出す。
ステップＳ４１へ進む。
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［ステップＳ４１］：Ｋ←１に設定する。ステップＳ４２へ進む。
［ステップＳ４２］：Ｋ番目のログを取り出す。ステップＳ４３へ進む。
［ステップＳ４３］：Ｕ１←ユーザＩＤ、Ｄ２←ドキュメントＩＤの代入を行なう。ステ
ップＳ４４へ進む。
［ステップＳ４４］：Ｎ←１に設定する。ステップＳ４５を進む。
［ステップＳ４５］：Ｋ＋Ｎ番目のログを取り出す。ステップＳ４６へ進む。
［ステップＳ４６］：Ｕ２←ユーザＩＤ、Ｄ２←ドキュメントＩＤの代入を行なう。ステ
ップＳ４７へ進む。
［ステップＳ４７］：Ｕ１＝Ｕ２の判別を行なう。肯定的であればステップＳ５０へ進み
、否定的であればステップＳ４８へ進む。
［ステップＳ４８］：Ｄ１＝Ｄ２の判別を行なう。肯定的であればステップＳ４９へ進み
、否定的であればステップＳ５０へ進む。
［ステップＳ４９］：Ａ（Ｕ１，Ｕ２）←Ａ（Ｕ１，Ｕ２）＋１の増分を行なう。ステッ
プＳ５０へ進む。
［ステップＳ５０］：Ｎ←Ｎ＋１の増分を行なう。ステップＳ５１へ進む。
［ステップＳ５１］：Ｋ＋Ｎ番目のログは最後のログか判別し、肯定的であればステップ
Ｓ５２へ進み、そうでなければステップＳ４５へ戻り処理を繰り返す。
［ステップＳ５２］：Ｋ←Ｋ＋１の増分を行ない、ステップＳ５３へ進む。
［ステップＳ５３］：Ｋ番目のログは最後のログか判別し、肯定的であれば処理を終了し
、そうでなければステップＳ４２へ戻り処理を繰り返す。
【００５２】
　以上のステップＳ４０～Ｓ５３の処理により各ユーザ対のファイル共有の件数を求める
ことができる。この後、共有の件数が所定の閾値を超える場合に、当該ユーザ対が関係あ
りとしてその節の対の間に辺を設定する。
【００５３】
　以上のようにして取得したコミュニケーションチャネルごとのネットワーク図情報から
メンバの分析指標（次数中心および媒介中心）を算出し、さらに組織の分析指標（次数中
心および媒介中心）を算出し、あるいはさらにその時間変化を分析して分析結果を表示す
る。
【００５４】
　以上で実施例の説明を終了する。
【００５５】
　なお、この発明は特許請求の範囲の記載に基づいて決定されるものであり、実施例の具
体的な構成、課題、および効果には限定されない。この発明は上述の実施例に限定される
ものではなくその趣旨を逸脱しない範囲で種々変更が可能である。例えば、上述の例では
、次数中心性の分析指標はリンクの有無を１、０で表して算出したが、コミュニケーショ
ン量に応じたアナログ量として扱っても良い。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】この発明の実施例１のコミュニケーション分析装置を全体として示すブロック図
である。
【図２】社会ネットワーク分析指標（メンバ）を説明する図である。
【図３】組織の分析指標を説明する図である。
【図４】コミュニケーションモデルを説明する図である。
【図５】グループ数２、キーパーソン固定のコミュニケーションモデルにおける組織分析
指標の変化を説明するグラフである。
【図６】グループ数２、キーパーソン分散のコミュニケーションモデルにおける組織分析
指標の変化を説明するグラフである。
【図７】グループ数１、キーパーソン分散のコミュニケーションモデルにおける組織分析
指標の変化を説明するグラフである。



(11) JP 2008-257539 A 2008.10.23

10

20

【図８】組織分析指標とコミュニケーションの特徴との関係（コミュニケーション増加時
期）を説明する図である。
【図９】組織分析指標とコミュニケーションの特徴との関係（コミュニケーション減少時
期）を説明する図である。
【図１０】組織分析指標の測定例とコミュニケーションの特徴の分析例を説明する図であ
る。
【図１１】この発明の実施例２のコミュニケーション分析装置の構成を全体として示す図
である。
【図１２】上述実施例２のタグ位置検出ログの例を説明する図である。
【図１３】上述実施例２の電子メールログの例を説明する図である。
【図１４】上述実施例２の電話送受信ログの例を説明する図である。
【図１５】上述実施例２の電子文書ファイルアクセスログの例を説明する図である。
【図１６】上述実施例２のタグ位置ログ分析装置の動作を説明する図である。
【図１７】上述実施例２のタグ位置ログ分析装置の動作を説明するフローチャートである
。
【図１８】上述実施例２の送受信ログ分析装置および通話ログ分析装置の動作を説明する
説明図およびフローチャートである。
【図１９】上述実施例２のアクセスログ分析装置の動作を説明する説明図およびフローチ
ャートである。
【符号の説明】
【００５７】
１０　　コミュニケーション分析装置
１１　　コミュニケーションログ取得部
１２　　コミュニケーションログ記憶部
１３　　コミュニケーションログ分析部
１４　　メンバ分析指標算出部
１５　　メンバ分析指標記憶部
１６　　組織分析指標算出部
１７　　組織分析指標出力部
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